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要綱（骨子）案の参考試案等からの変更点

第一 刑の一部の執行猶予制度

一 初入者に対する刑の一部の執行猶予制度

【要綱（骨子）案】 【参考試案】

１ 次に掲げる者が３年以下の懲役又 １ 次に掲げる者が３年以下の懲役又

は禁錮の言渡しを受けた場合におい は禁錮の言渡しを受けたときは，情

て，犯情の軽重その他の事情を考慮 状により，１年以上５年以下の期

して，必要であり，かつ，相当であ 間，その一部の執行を猶予すること

ると認められるときは，１年以上５ ができるものとすること。

年以下の期間，その一部の執行を猶

予することができるものとするこ

と。

（一） 前に禁錮以上の刑に処せられた （一） 前に禁錮以上の刑に処せられた

ことがない者 ことがない者

（二） 前に禁錮以上の刑に処せられた （二） 前に禁錮以上の刑に処せられた

ことがあっても，刑法第２５条の ことがあっても，刑法第２５条の

規定によりその執行を猶予された 規定によりその執行を猶予された

者又はその執行を終わった日若し 者又はその執行を終わった日若し

くはその執行の免除を得た日から くはその執行の免除を得た日から

５年以内に禁錮以上の刑に処せら ５年以内に禁錮以上の刑に処せら

れたことがない者 れたことがない者

２ １の場合においては猶予の期間中 ２ １の場合においては猶予の期間中

保護観察に付することができるもの 保護観察に付することができるもの

とすること。 とすること。

３ 刑の一部の執行猶予の言渡しを取 ３ 刑の一部の執行猶予の言渡しを取

り消されることなくその猶予の期間 り消されることなくその猶予の期間

を経過したときは，その刑を執行が を経過したときは，その刑を執行が

猶予されていない期間を刑期とする 猶予されていない期間を刑期とする

懲役又は禁錮の刑に減軽するととも 懲役又は禁錮の刑に減軽するととも

に，当該期間の刑の執行が終了した に，当該期間の刑の執行が終了した

時点で刑の執行を受け終わったもの 時点で刑の執行を受け終わったもの

とすること。 とすること。

（六に記載） ４ その他所要の規定の整備を行うも

のとすること。
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二 薬物使用者に対する刑の一部の執行猶予制度

【要綱（骨子）案】 【参考試案】

１ 一の１の（一）又は（二）に掲げる者以 １ 規制薬物又は毒劇物の自己使用・

外の者であっても，規制薬物若しく 単純所持に係る罪（以下「薬物自己

は毒劇物の自己使用・単純所持に係 使用等事犯」という。）を犯した者

る罪（以下「薬物自己使用等事犯」 であって，一の１の（一）又は（二）に当

という。）又は薬物自己使用等事犯 たらないものが，３年以下の懲役の

及び他の罪を犯し，その薬物自己使 言渡しを受けた場合において，犯情

用等事犯に係る犯罪的傾向を改善す の軽重その他の事情を考慮して，そ

ることが必要であると認められると の薬物自己使用等事犯に係る犯罪的

きは，一の１を適用することができ 傾向を改善するために必要であり，

るものとすること。 かつ，相当であると認められるとき

は，１年以上５年以下の期間，その

一部の執行を猶予することができる

ものとすること。

２ １の場合においては猶予の期間中 ２ １の場合においては猶予の期間中

保護観察に付するものとすること。 保護観察に付するものとすること。

（削除） ３ 薬物自己使用等事犯を犯した者に

対し，１の罪とその罪より重い刑が

定められている他の罪とに係る懲役

の言渡しをするときは，その一部の

執行を猶予することができないもの

とすること。

（削除） ４ 刑の一部の執行猶予の言渡しを取

り消されることなくその猶予の期間

を経過したときは，その刑を執行が

猶予されていない期間を刑期とする

懲役又は禁錮の刑に減軽するととも

に，当該期間の刑の執行が終了した

時点で刑の執行を受け終わったもの

とすること。

（六に記載） ５ その他所要の規定の整備を行うも

のとすること
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三 刑の一部の執行猶予の取消事由

【要綱（骨子）案】 【資料】

１ 初入者に対する刑の一部の執行猶 １ 初入者に対する刑の一部の執行猶

予の取消事由 予の取消事由

（一） 次に掲げる場合においては，刑 （一） 次に掲げる場合においては，刑

の一部の執行猶予の言渡しを取り の一部の執行猶予の言渡しを取り

消さなければならないものとする 消さなければならないものとする

こと。 こと。

(1) 刑の一部の執行猶予の言渡し (1) 刑の一部の執行猶予の言渡し

後に更に罪を犯し，禁錮以上の 後に更に罪を犯し，禁錮以上の

刑に処せられたとき。 刑に処せられたとき。

(2) 刑の一部の執行猶予の言渡し (2) 刑の一部の執行猶予の言渡し

前に犯した他の罪について禁錮 前に犯した他の罪について禁錮

以上の刑に処せられたとき。 以上の刑に処せられたとき。

(3) 刑の一部の執行猶予の言渡し (3) 刑の一部の執行猶予の言渡し

前に他の罪について禁錮以上の 前に他の罪について禁錮以上の

刑に処せられ，その刑について 刑に処せられ，その刑について

刑法第２５条の規定による執行 刑法第２５条の規定による執行

猶予の言渡しがないことが発覚 猶予の言渡しがないことが発覚

したとき。ただし，刑の一部の したとき。ただし，刑の一部の

執行猶予の言渡しを受けた者が 執行猶予の言渡しを受けた者

同条第１項第２号に掲げる者で が，同条第１項第２号に掲げる

あるときは，この限りでない。 者であるときは，この限りでな

い。

（二） 次に掲げる場合においては，刑 （二） 次に掲げる場合においては，刑

の一部の執行猶予の言渡しを取り の一部の執行猶予の言渡しを取り

消すことができるものとするこ 消すことができるものとするこ

と。 と。

(1) 刑の一部の執行猶予の言渡し (1) 刑の一部の執行猶予の言渡し

後に更に罪を犯し，罰金に処せ 後に更に罪を犯し，罰金に処せ

られたとき。 られたとき。

(2) 一の２により保護観察に付せ (2) 一の２により保護観察に付せ

られた者が遵守すべき事項を遵 られた者が遵守すべき事項を遵

守しなかったとき。 守しなかったとき。
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（三） （一）又は（二）により刑の一部の執 （三） （一）及び（二）により刑の一部の執

行猶予の言渡しを取り消したとき 行猶予の言渡しを取り消したとき

は，執行猶予中の他の禁錮以上の は，執行猶予中の他の禁錮以上の

刑についても，その猶予の言渡し 刑についても，その猶予の言渡し

を取り消さなければならないもの を取り消さなければならないもの

とすること。 とすること。

２ 薬物使用者に対する刑の一部の執 ２ 薬物使用者に対する刑の一部の執

行猶予の取消事由 行猶予の取消事由

薬物使用者に対する刑の一部の執 薬物使用者に対する刑の一部の執

行猶予の取消事由については，１の 行猶予の取消事由については，１の

（一）の(3)を除き，１と同様のものと （一）の(3)を除き，１と同様のものと

すること。 すること。

四 刑法第２５条による刑の執行猶予の取消事由

【要綱（骨子）案】 【資料】

刑法第２５条による刑の執行猶予の 刑法第２５条による刑の執行猶予の

言渡しについては，同法第２６条各号 言渡しについては，同法第２６条各号

に掲げる場合のほか，次に掲げる場合 に掲げる場合のほか，次に掲げる場合

においても，その言渡しを取り消さな においても，その言渡しを取り消さな

ければならないものとすること。 ければならないものとすること。

１ 猶予の期間内に更に罪を犯して刑 １ 猶予の期間内に更に罪を犯して刑

の一部の執行猶予の言渡しを受けた の一部の執行猶予の言渡しを受けた

とき。 とき。

２ 猶予の言渡し前に犯した他の罪に ２ 猶予の言渡し前に犯した他の罪に

ついて刑の一部の執行猶予の言渡し ついて刑の一部の執行猶予の言渡し

を受けたとき。 を受けたとき。

３ 猶予の言渡し前に他の罪について ３ 猶予の言渡し前に他の罪について

刑の一部の執行猶予を言い渡された 刑の一部の執行猶予を言い渡された

ことが発覚したとき。ただし，猶予 ことが発覚したとき。ただし，猶予

の言渡しを受けた者が同法第２５条 の言渡しを受けた者が同法第２５条

第１項第２号に掲げる者であるとき 第１項第２号に掲げる者であるとき

は，この限りでない。 は，この限りでない。
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五 刑の一部の執行猶予の猶予期間の起算日

【要綱（骨子）案】 【資料】

１ 刑の一部の執行猶予の期間は，そ １ 刑の一部の執行猶予の期間は，そ

の刑のうち執行が猶予されていない の刑のうち執行が猶予されていない

期間の刑の執行を終わった日から起 期間の刑の執行を終わった日から起

算するものとすること。 算するものとすること。

２ １に規定する期間の刑の執行を終 ２ １に規定する期間の刑の執行を終

わった時に他に執行すべき懲役又は わったときに他に執行すべき懲役又

禁錮があるときは，刑の一部の執行 は禁錮があるときは，刑の一部の執

猶予の期間は，１にかかわらず，そ 行猶予の期間は，１にかかわらず，

の執行すべき懲役又は禁錮の執行を その執行すべき懲役又は禁錮の執行

終わった日又はその執行の免除を得 を終わった日又はその執行の免除を

た日から起算するものとすること。 得た日から起算するものとするこ

と。

六 その他所要の規定の整備を行うものとすること。

第二 社会貢献活動を特別遵守事項とする制度

【要綱（骨子）案】 【参考試案】

更生保護法第５１条第２項各号に定 更生保護法第５１条第２項各号に定

める特別遵守事項の類型に，次のもの める特別遵守事項の類型に，次のもの

を加えるものとすること。 を加えるものとすること。

善良な社会の一員としての意識のか 善良な社会の一員としての意識のか

ん養及び規範意識の向上に資する地域 ん養及び規範意識の向上に資する地域

社会の利益の増進に寄与する社会的活 社会の利益の増進に寄与する社会的活

動を一定の時間行うこと。 動を一定の時間行うこと。


